
令和元年度 英語研究会 活動計画 

 

１ 指導体制 

主顧問 中田淳予 

顧 問 末佐和子 

外部指導員 楊 悠琦（卒業生（８期生）） 

髙羽珠理（卒業生（８期生）） 

杉下はる（卒業生（８期生）） 

 

２ 年間目標 

 中等１年から６年まで前期、後期合同の部活動という特性から、異年齢の集団の中で部員が互い

に切磋琢磨し、英語コミュニケーション能力、自主性、自律性、協力性、創造性を 磨くことを年

間の目標とする。英語劇では創作展での発表を年間の最も大きな目標とする。英語ディベート班に

ついては、年間を通して外部の大会に出場し全国大会出場を目指す。 

 

３ 指導方針 

(1) 英語劇 

平日は火曜日と水曜日の放課後の活動を原則とする。創作展では英語劇を実践、質の高いもの

を目指させ、台本制作、演技、演出、英語の発音、イントネーション等を練習を重ねて向上させ

る。英語に関する技能はＪＥＴの協力を得る。英語劇の作品は鑑賞してくれる人が感動を与える

作品を目指させる。また基本的な生活習慣や規範意識の健全育成の為、挨拶や正しい言葉遣いの

指導も徹底したい。 

(2) 英語ディベート 

平日 月曜日と水曜日の放課後の活動。大会前は、朝練習や休日練習も行う。 

ディベート活動を通し、様々な社会的論題に対するリサーチをしエビデンスに基づいた論理的

な主張を相手とやりとりできるようになる。また主張するだけでなく、相手の意見を傾聴する態

度および思考力・判断力・表現力を育成する。 

 

４ 指導内容・方法 

(1) 体罰・暴言等のない指導 

・ 体罰関連ガイドラインや体罰根絶の資料を参考にし、体罰、暴言のない指導を徹底する。 

(2) 生徒間の暴力禁止 

・  上級生から下級生へ、同級生同士の間で暴力により問題解決を図ることのないように徹底す

る。 

(3) 外部指導員の活用 

    英語劇：外部指導員は活用しないがJETに協力を得る。 

    英語ディベート：ディベーターの卒業生およびJETに協力を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 部員数 

 男子 女子 合計 

１年 0 4 4 

２年 0 0 0 

３年 0 5 5 

４年 2 7 9 

５年 5 4 9 

６年 0 0 0 

合計 7 20 27 

 

６ 活動日及び活動場所 

【活動日】 週２日 

【活動時間】 

（平日）   １６：００～１８：００ 

【活動場所】 教室（301, 37, 38など） 

 

７ 大会等の主な記録（過去３年） 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 

   

 

８ 年間（月別）活動計画（今年度の参加予定大会を含む） 

月 
週休日の 
活動日数 

内     容 

  英語劇 英語ディベート 

４ 

５ 

６ 

 

７ 

８ 

 

 

９ 

10 

11 

12 

 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

0回 

0回 

0回 

 

0回 

0回 

 

 

0回 

1回 

0回 

1回 

 

1回 

 

1回 

 

 

1回 

創作展の英語劇の台本制作 

演出についての話し合い。演技練習開始。 

 

 

演技練習、演出の工夫 

ビデオ撮影をしながら演技、演出の修正。 

 

 

創作展発表 

Nativeとの交流 英語劇のシナリオ研究 

英語劇のシナリオ研究 

文学作品のシナリオ化 

 

演出研究 Nativeとの交流 

 

演出研究 

 

 

演出研究 

 

ディベート班設立 

HPDU 新緑杯 

Novice Cup  

 

PDA 全国高校即興英語ディベート合宿・大

会 

HEnda 夏期セミナー・練習会 

 

東京都ディベートコンテスト 

 

全国高校生英語ディベート全国大会出場 

PDA 高校生即興型英語ディベート大会 

高校生パーラメンタリーディベート 

世界交流大会 

HPDU 連盟杯 都大会 

ウィンターカップ高校生英語ディベート

大会 

HPDU 連盟杯 全国大会 

 


